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概要
	使用される言語
	

	プロジェクトの

対象となる学習者
	□初等教育
□中等教育
□高等教育
□成人

	年齢層
	

	民族
	

	母語
	

	日本語学習目的
	

	日本語学習段階
	□初級　□初中級　□中級　□中上級　□上級　□超級


1． 教材作成の背景と目的

教育政策や環境や学習者の変化など教材作成の背景と目的について簡潔にまとめます。
2． 教材を使うコースの現状分析

所属機関の方針や学習者のニーズなどを考慮し、教材を使う予定のコースやカリキュラムを、分析・調査し現状の問題点を客観的に把握します。作成する教材の方針や内容を検討する上で、この分析・調査結果は必要不可欠な材料です。
２－１．教授環境

（1） 教育機関・クラスの特徴

教育機関の特徴・規模、トップの方針、日本語教育部門の特徴・規模、担当クラスの規模と特徴などについて書きます。
（2） 教師

教師のプロフィール・人数・特徴などについて書きます。

（3） 教室環境

大きさ、机の配置、利用可能な機材などについて書きます。
２－２．学習者

学習者に関する情報、人数、母語、学習歴、レベル、学習目的(短期的学習目的・長期的学習目的・社会からの要請など)、学習動機などについて書きます。

２－３．教育内容
（1） シラバス

現状のコースのシラバスの内容について記述します。学習項目リストの立て方、代表的な学習項目例について記述します。表の形式で記述するとわかりやすいでしょう。
（2） カリキュラム

学習期間、学習時間、教授法、使用教材、教室外学習、自習など、カリキュラムに関連した事柄について記述します。シラバスと同じ表にカリキュラムについての情報を含めることも可能でしょう。
（3） 代表的な授業例

授業の流れについて、代表的な例を記述します。
（４）評価

評価の目的、測定方法、測定方法と評価の目的の整合性、時期、フィードバック先とその方法などについて記述します。

２－４．既存教材の分析

　　現在使用中の教材がある場合は、それらの教材の構成や内容及び使用方法について分析し、どのような課題があるか簡潔にまとめて記述します。

２－５．現状の課題

２－１から２－４を踏まえ、現在抱える課題や問題点についてまとめます。


3． 教材のねらい
２で記述した現状分析の結果を踏まえ、作成する教材の責任範囲、目的や方針、効果や影響について検討した結果を簡潔に書きます。

３－１．教材の対象とする範囲

作成する教材が責任をもつ範囲を明確にしておきます。対象とする学習者のニーズやレベル、教材の種類、教材の目的などについて簡潔に書きます。

３－２．教材の理念と方針
作成する教材の理念、特徴、優位性などについて書きます。

３－３．教材を提供する媒体とその使用環境

　　作成すどのような媒体で提供しますか（冊子・音声CD・インターネットなど）。

　　また、学習者の属性・クラスサイズ・機材や教具などについて書きます。
３－４．教材作成により期待される効果

地域、教育機関にとっての導入効果、学習者の学習形態や評価、教師の教授スタイルなどへの影響などについて書きます。

４．教材の構成
４－１．全体のシラバス
教材のシラバスと、教材を使うためのカリキュラムについて書きます。
４－２．課の構成
一つの課の構成について書きます。学習の流れがわかるような流れ図を含めます。

また、課を構成する要素や練習の目的を明記し、教材全体を作成するための指針を記述します。


５．プロトタイプ（試作部分）の概要

５－１．試作部分の対象範囲

教材全体の中でどの部分をプロトタイプとして試作しますか。試作部分の対象範囲について書きます。

５－２．試作部分の学習目標と学習効果の評価方法
（１）利用者の前提条件とそのチェックの方法
試作部分を利用する前提として、どのような基礎知識／技能を必要とするのか、またそれをどのような方法で確認するのかを書きます。

日本語能力試験やＯＰＩの評価基準などを参照して、他者が理解できるように書きます。

（２）学習目標と学習効果の評価方法
試作部分の学習目標と、試作部分の入口と出口で行う事前・事後テストの内容について書きます。ここでいう、テストとは、学習目標と照らし合わせて学習者の達成度をはかるための方法という意味で使っています。テストを行わない場合は、行わない理由を説明し、テストに変わる、学習者の達成度を測るための方法について書きます。

５－３．試作部分の評価

（1） 評価方法

試作部分をどのように評価しますか。評価者そして、評価の方法について書きます。

（2） 評価結果

試作部分の評価を行った結果について書きます。

６．作業計画

６－１．プロジェクト体制

教材を作成する上で、必要な体制について書きます。

６－２．作業スケジュール

教材作成のための、マスタースケジュールを記述してください。制作途中の形成的評価も盛り込んで計画を立てます。

６－３．必要な道具及びリソースと利用方法
教材を作成するにあたって、例を参考にしてあなたが利用したいと思っている道具（機器、ソフトウェアなど）とリソース（ウェブサイト、既存教材、ビデオ、テレビ

番組など）を書きます。

（１）道具（機器、ソフトウェアなど）
	道具類
	利用目的

	（例）デジタルカメラ
	教材用の写真撮影

	
	

	
	

	
	


（２）リソース（ウェブサイト、市販教材、ビデオ、テレビ番組など）

	リソース
	利用目的

	（例）みんなの教材サイト
	文法説明を参照し、練習を利用する

	
	

	
	


６－４．コスト概算見積もり

プロジェクトにかかるコストを概算します。
７．参考文献

教材を作成するにあたり、参考にしている文献や資料などについて書きます。

· その他に企画書に盛り込みたい内容があったら、適宜追加します。

以上

教材企画書





教材の名称：





分析





設計





試作





管理
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